
小
町
‘、
晩
抽
性
で
太
り
の
早
い

’京
小
町
‘

な
ど
の
品
種
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
大
カ
ブ
で
は
、
生
育
旺
盛
で
根
こ

ぶ
病
に
強
く
、
肉
質
が
緻
密

ち

み
つ

で
歯
切
れ
の
よ

い

’京
千
舞
‘
が
あ
り
、
千
枚
漬
け
に
最
適

で
、
７０
日
で
根
重
約
１
㎏
に
太
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
’早
生

わ

せ

大
蕪
‘
も
、
千
枚
漬
け
や
か

ぶ
ら
蒸
し
な
ど
京
料
理
の
食
材
と
し
て
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

地
方
品
種
で
は
、
極
早
生
で
厳
寒
期
を
除

い
て
周
年
栽
培
可
能
な
小
カ
ブ

’金
町
‘、
赤

丸
の
色
素
が
鮮
や
か
な
中
カ
ブ
の

’本
紅
赤

丸
‘、
滋
賀
県
特
産
の
赤
カ
ブ

’ゆ
る
ぎ
赤
丸
‘

（
万
木
）
が
あ
り
、
ほ
か
に
上
部
が
紫
紅
色
、

地
下
部
が
白
く
て
形
が
ユ
ニ
ー
ク
な

’津
田
‘

（
島
根
県
特
産
）
や
’日
野
菜
‘（
滋
賀
県
特
産
）

も
漬
物
用
と
し
て
美
味
で
す
。

な
お
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
代
表
的
な
連
作
障

害
「
根
こ
ぶ
病
」
を
防
ぐ
に
は
、
品
種
名
の

冠
に
「
Ｃ
Ｒ
」
と
つ
い
た
品
種
（
例：

’Ｃ
Ｒ

も
ち
ば
な
‘）
を
選
び
ま
す
。
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カ
ブ
は
、
日
本
の
野
菜
の
中
で
も
栽
培
の

歴
史
が
最
も
古
い
も
の
の
１
つ
で
、
日
本
書

紀
（
7
2
0
年
）
に
は
、
持
統
7
年
（
6
9
3

年
）
の
こ
ろ
に
、
五
穀
の
助
け
と
し
て
「
蕪

青
」
の
栽
培
を
奨
励
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

日
本
各
地
で
独
特
の
品
種
が
育
成
さ
れ
、
形
、

色
、
大
き
さ
な
ど
地
方
色
豊
か
な
も
の
が
実

に
多
く
あ
り
ま
す
。

カ
ブ
が
い
つ
ど
こ
で
成
立
し
た
か
は
推
定

の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
と
ア

ジ
ア
系
に
分
類
さ
れ
、
い
ず
れ
も
地
中
海
沿

岸
に
自
生
す
る
ア
ブ
ラ
ナ
科
のB

ra
s
s
ic
a

c
a
m
p
e
s
tris

か
ら
生
じ
た
と
す
る
説
が
有

力
で
す
。

生
育
適
温
は
１５
〜
２０
℃
と
冷
涼
な
気
候
を

好
む
の
で
、
春
ま
き
（
3
〜
4
月
）
と
秋
ま

き
（
9
〜
１０
月
）
が
作
り
や
す
く
、
小
カ
ブ

で
は
播
種
後
４５
〜
５０
日
で
収
穫
で
き
ま
す
。

主
に
、
浅
漬
け
、
酢
漬
け
な
ど
の
漬
物
で
親

し
ま
れ
、
栄
養
的
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く

含
み
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
同
様
、
葉
の
方
が
栄

養
豊
富
で
、
浅
漬
け
で
は
彩
り
を
兼
ね
て
、

葉
も
一
緒
に
漬
け
込
む
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

品
種
の
数
は
実
に
豊
富
で
す
。
直
径
5
〜

6
㎝
程
度
の
小
カ
ブ
、
直
径
１３
㎝
程
度
の
中

カ
ブ
、
直
径
１５
㎝
を
超
す
大
カ
ブ
が
あ
り
、

色
は
白
、
赤
、
紫
、
形
は
丸
い
も
の
か
ら
長

細
い
も
の
ま
で
幅
広
く
あ
り
ま
す
。

お
す
す
め
の
品
種
は
、
小
〜
中
カ
ブ
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
病
に
強
く
作
り
や
す
い

’耐
病
ひ

か
り
‘、
味
が
よ
く
漬
物
や
サ
ラ
ダ
用
に
も
適

す
る

’ス
ワ
ン
‘、
夏
の
暑
さ
と
病
気
に
強
い

’夏
小
町
‘
が
あ
り
、
冬
春
作
な
ら
、
肌
が
純

白
で
肉
質
が
や
わ
ら
か
く
甘
み
の
あ
る

’福

カ ブその●20

カ
ブ
の
特
徴

主
な
品
種

藤田
ふじ た

智
さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

７世紀には、すでに日本で

栽培されていたカブ。

寒い季節のビタミン源として、

長く日本人の健康を助けていました。

今日まで受け継がれた

歴史ある品種、

それから最新の品種。

いろいろ作って、

冬の食卓に載せてみませんか？

日本では最も古くから栽培され、主に漬物、煮物な
どに利用されるカブ。

形、色、大きさなど、地方色あふれた個性的な品種
が数多くある。

‘温海
あ つ み

’カブ
－伝統の焼畑農法で有機栽培－
山形と新潟の県境にある「温海町」に、焼畑農

法を行いつつカブを栽培している地区が今でも存

在します。一霞地区が、それです。

種子は自家採種したものを用い、7～8月に急

斜面の下草や小潅木を切り払って火をつけます。

そして、灰がまだ温かいうちに、山のてっぺんか

らタネを斜面に向かって投げつけるのです。あと

は、収穫までそのまま置いておきます。火で虫や

病原菌が退治され、残った灰は肥料に利用される

ため、「安心・安全」の有機栽培の極致ともいえ

ます。日本でもまだ、焼畑栽培は脈々と続いてい

るのです。

こうして作られる‘温海’は、濃紫色の丸カブ

で肉質がしまり、甘みが多く漬物に利用されてい

ます。

濃紫色で、し
まった肉質と
甘みが特長。
漬物にも向く
濃紫色の丸カ
ブ‘温海’。



おすすめカブあれこれ

小～中カブ

耐病性が強く大カブ作りにも
向き、お好みの大きさに栽培
して楽しめる‘耐病ひかり’。

扁円球の根形で尻づまりもよ
く、ス入りも遅い‘スワン’。
食味も抜群。
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カ
ブ
は
、
直
根
類
と
い
っ
て
主
根
が
肥
大

す
る
タ
イ
プ
の
野
菜
な
の
で
、
栽
培
は
直
ま

き
の
み
に
な
り
ま
す
。
移
植
す
る
と
ま
た
根

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

春
は
3
月
中
旬
〜
4
月
、
秋
は
9
月
〜
１０

月
中
旬
ご
ろ
が
タ
ネ
ま
き
の
適
期
で
す
。
畝う

ね

幅
を
６０
〜
８０
㎝
と
し
、
タ
ネ
ま
き
2
週
間
前

に
苦
土
石
灰
を
１
㎡
当
た
り
1
0
0
〜
1
5

0
ｇ
散
布
し
て
、
よ
く
耕
し
ま
す
。
１
週
間

前
に
、
１
㎡
当
た
り
堆
肥

た
い

ひ

2
㎏
、
化
成
肥
料

（
Ｎ：

Ｐ：

Ｋ
＝
１５：

１５：

１５
）
1
0
0
ｇ
を

散
布
し
て
よ
く
耕
し
、
表
面
を
平
ら
に
な
ら

し
ま
す
（
第
１
図
）。
条
間
３０
㎝
で
条す

じ

ま
き

に
し
ま
す
。
覆
土
し
た
後
は
、
た
っ
ぷ
り
と

水
や
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
第
2
図
）。

栽
培
方
法

大カブ

根こぶ病に強く、千枚漬けに
最適の大カブ専用種‘京千舞’。

甘みに富んだ歯切れのよさ、
食味最高の京野菜‘早生大蕪’。

地方品種

根部の表皮や茎が紅色になり、
家庭菜園にも向く中カブ‘本
紅赤丸’。

滋賀県の特産‘ゆるぎ赤丸’。

根部は良形で茎葉も良質の極
早生の小カブ‘金町’。

酢漬けや塩漬け、ぬか漬けの
風味は格別の‘日野菜’。

1
タ
ネ
ま
き
の

適
期
と
方
法

第1図 土づくり

●タネまき2週間前1

苦土石灰
１㎡当たり
100～150ｇ

苦土石灰を散布し、
よく耕す。

条間30㎝の2条まきにする。

全面散布

クワで
よく耕す！

それぞれ
１㎡当たり

100ｇ

2㎏

●タネまき1週間前2

畝作り

畝の完成

全面散布

クワで
よく耕す！

第2図 タネまき

覆土後水やりをたっぷりと



発
芽
す
る
ま
で
は
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
発
芽
後
は
、
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
と

水
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。

発
芽
後
、
本
葉
１
〜
2
枚
で
3
㎝
に
、
本

葉
3
〜
4
枚
で
6
㎝
に
、
本
葉
5
〜
6
枚
で
、

小
カ
ブ
は
１２
㎝
程
度
に
、
大
カ
ブ
な
ら
２０
㎝

程
度
に
間
引
き
ま
す
。
2
回
目
の
間
引
き
か

ら
は
、
生
育
を
見
な
が
ら
、
１
㎡
当
た
り
化

多彩な地方品種
カブは古くから日本人になじまれている野菜の１つなので、

実に多くの地方品種が今でも存在します。代表的なものを、

北からざっと挙げてみましょう。

‘大野紅’（北海道）、‘筒井’（青森）、‘暮坪’（岩手）、‘かのかぶ’

（秋田）、‘温海’（山形）、‘舘岩’（福島）、‘寄居’（新潟）、‘金町’（東

京）、‘金沢青’（石川）、‘飛騨紅’（岐阜）、‘万木（ゆるぎ赤丸）’（滋

賀）、‘日野菜’（滋賀）、‘酢茎菜’（京都）、‘天王寺’（大阪）、‘平家’

（兵庫）、‘万膳’（岡山）、‘津田’（島根）、‘木坂’（広島）、‘伊予緋’

（愛媛）、‘弘岡’（高知）、‘木引き’（長崎）。実に多彩です。いず

れも漬物に利用され、かつては冬季の重要な保存食だったこ

とがうかがえます。昔食べた懐かしいあの味を再現できるの

も、家庭菜園ならではの喜びです。

成
肥
料
を
３０
ｇ
追
肥
し
、
土
寄
せ
を
行
い
ま

す
（
第
3
図
・
第
4
図
・
第
5
図
）。

間
引

き
は
、
カ
ブ
の
根
の
肥
大
を
よ
く
す
る
重
要

な
作
業
で
、
適
期
を
逃
さ
ず
早
め
に
行
う
よ

う
に
し
ま
す
。

312007．8．はなとやさい

第3図 間引き（１回目）・土寄せ（１回目）

第4図 間引き（2回目）・追肥（1回目）・土寄せ（2回目）

第5図 間引き（3回目）・追肥（2回目）・土寄せ（3回目）

2
水
や
り

3
間
引
き
・
追
肥

発芽後3回くらいに分けて間引きを行う。

抽根部は紫紅色で地下部は白く、
形は牛角状の‘津田’（島根）。

※地方品種は弊社では取り扱いのないものがあります。悪しからずご了承ください。

根元に軽く土寄せする。

本葉１～2枚で3㎝間隔に。

本葉3～4枚で株間
6㎝に間引く。

追肥
化成肥料
１㎡当たり30ｇ

追肥
化成肥料
１㎡当たり30ｇ

株元に土寄せする。

追肥後、土寄せする。

本葉5～6枚で株間を小カブ12㎝、
大カブ20㎝に間引く。



カ
ブ
ラ
ハ
バ
チ
の
幼
虫
に
食
害
を
受
け
る

と
、
葉
を
食
い
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

見
つ
け
た
ら
そ
の
都
度
手
で
取
り
除
く
か
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
も
兼
ね
て
マ
ラ
ソ
ン
乳

剤
１
0
0
0
倍
液
を
散
布
し
、
防
除
に
努
め

ま
す
。
ア
オ
ム
シ
や
コ
ナ
ガ
に
は
、
Ｂ
Ｔ
水

和
剤
を
散
布
し
ま
す
。

ま
た
、
無
農
薬
で
育
て
た
い
場
合
は
、
寒か

ん

冷
紗

れ
い
し
ゃ

な
ど
で
覆
っ
て
、
物
理
的
に
害
虫
の
侵

入
を
防
ぐ
ネ
ッ
ト
栽
培
を
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

小
カ
ブ
は
、
根
茎
が
5
〜
6
㎝
に
な
っ
た

ら
収
穫
適
期
で
す
。
中
カ
ブ
、
大
カ
ブ
は
、

１２
〜
１５
㎝
以
上
を
目
安
に
順
次
収
穫
し
ま
す
。

収
穫
が
遅
れ
る
と
裂
根
し
て
し
ま
う
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
（
第
6
図
）。

アブラナ科の大敵、根こぶ病 アブラナ科野菜を連作すると、必ず増加するのが根こぶ病の被害です。根こぶ

病は土中のかびによって引き起こされる、アブラナ科野菜の代表的な連作障害で、

キャベツやハクサイなどでは結球に至らず、収穫皆無ということもありえます。

対策としては、

①連作を避け、輪作する。

②抵抗性品種（品種名の頭文字にＣＲの冠がつく）の利用。

③土壌消毒（フロンサイド、石灰チッソなど）。

などがあります。

ところが、最近の研究で、根こぶ病が多発している畑に、同じアブラナ科のダ

イコンを前作に植え付けると、その後にハクサイを栽培しても根こぶ病の被害は

少なくなることが判明しています。まさに「毒をもって毒を制す」。 同じアブラ

ナ科でこんな効果があったなんて、「目からうろこ」です。

4
病
害
虫
防
除

5
収
穫
お
よ
び
貯
蔵
法
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塩でもんでやわらかくした
カブの甘みが楽しめる簡単和え物。 材料（2人分）

カブ 小4個
塩 小さじ1
梅干し 4個
サラダ油 大さじ2
レモン汁 小さじ1
粉末昆布だし 適量
きざみのり 適量

つくり方

1 カブは皮をむいて大きめの
乱切りにし、塩でもんでし
ばらく置いてから、さっと
洗ってキッチンペーパーな
どで水気をとる。

2 ボウルにたたいた梅干し、
レモン汁、粉末昆布だし、
サラダ油を合わせ、1とき
ざみのりを加えて混ぜ合わ
せる。

料理監修：フードコーディネーター　西山朝子

カブの梅和え
キホン野菜をおいしく食べよう

秋田県生まれ。恵泉女学園大学
園芸文化研究所准教授。専門は
野菜園芸学、植物育種学、農業
教育学。「NHK趣味の園芸」講
師、雑誌「やさい畑」連載など
で野菜作りの魅力を伝える。著
書に「別冊NHK趣味の園芸・わ
が家の片隅でおいしい野菜を作
る」（NHK出版）など多数。

藤田 智
（ふじた さとし）

収穫適期の小～中カブ。

収穫が遅れると裂根してしまうので、適期収穫を心掛
ける。

根こぶ病に侵されたカブ。

第6図 収穫適期


